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いせさき学習堂 古文書入門講座          令和８年（2026）1 月８日（木）於伊勢崎市図書館 

第１回 くずし字に触れる―くずし字解読の準備― 

巻島 隆 

はじめに 

本講座は、伊勢崎市図書館、赤堀歴史民俗資料館の共催による全８回の古文

書講座であり、特に近世文書、江戸時代の史料の一端に触れます。講座を修了

したからといって古文書が読めるようになるわけではありません。その後の自

分自身の取り組み（熱意を伴った）が必要となります。 

第１回 くずし字に触れる 

第２回 読むための基礎知識 

第３回 「和宮下向ニ付、助郷取極」（伊勢崎市図書館蔵）を読む 

第４回 今井区有文書（赤堀歴史民俗資料館蔵）を読む 

第５回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅠ 

第６回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅡ 

第７回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅢ 

第８回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅣ 

  

 １ 古文書を取り巻く環境 

 古文書とは古代～近世の公私文書の総称。 

近世文書は村方、町方、商業、宿場、寺社、武家文書（幕府、大名など）な

どの種類に大別される。 

明治時代以降の近現代史料に関しては古文書と特に呼ばないが、これも貴重

な歴史資料。日本人の公文書管理の意識の問題。公文書は国・地域の根幹。 

 ①古代・中世文書はほぼ解読され、翻刻（解読し、活字化）されている。 

②近世文書は翻刻されていないものが多い。 

③近世文書は個人・地域所蔵だと旧家の土蔵（〇〇家文書）、区有文書（村・

地区の公民館など）、個人コレクター（〇〇氏収集文書）、公的施設だと文書

館・図書館・博物館（〇〇家文書）などに収蔵。 

 古文書は通常、江戸時代の史料を指すが、受講生のみなさんが目に触れる近

世文書は江戸後期のものが多い。その理由は、災害（火災、洪水、地震）と人

災（再利用〈下張り文書〉、火災、故意の焼却）によって失われる。 

近年は古書店に売却。古文書は残るが、いいものを抜いて転売するため、史

料散逸につながる。古書店の目録や骨董市などで見かける文書群はその一部。 

  

 ２ 古文書を読めない理由 

 理由は何でしょうか。それは寺子屋出身ではないからです。リテラシー（読

み書き能力）が異なるのです。日本人は明治から現代に至る過程で徐々に古文 
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岡本綺堂『風俗江戸東京物語』（河出書房新社、二〇〇一年）  
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書が読めなくなりました。いくつか波があります。 

⑴幕府消滅により御家流が書体の主流でなくなり、文字のくずし方が変化。学

校では楷書による教育。小説・新聞の言文一致体。 

⑵明治 33年の仮名の五十音図の統合（１音１字、それ以外は変体仮名とされ、

慣習的に使われる）も大きい。 

⑶筆記具の変化。筆からペンへ。さらには書くから入力へ。手紙文化の衰退。

書札礼（手紙を書く上での形式的な慣例）の喪失。 

⑷特に戦後における漢学の素養が激減。漢字の変化（旧字から常用漢字へ） 

⑸近年のやさしく表記という風潮。 

 

３ 古文書の読み手と構成要素 

⑴読み手 

①歴史研究者＝歴史研究の必要上から古文書学を身に付けた上で、古文書を読み、史

実を再構築し、学術論文の中で自説の証拠として用いる。 

②古文書解読者＝楽しみ、知的趣味としての古文書解読。古文書に触れることで、江

戸時代の日本の社会・生活・考え方を知り、共感・意外を感じる。昨今の古文書ブーム

は②に属する。①より②の方が、解読力が優っているケースも。 

 ③書家＝書道はアート。自己表現手段、また美として古筆を鑑賞（三筆・三蹟など古

筆、王羲之など）する。草書、かなの経験者は②となった場合に有利とされるが、それ

に胡座をかくとなかなか上達しない。 

 ⑵近世文書は「候文（そうろうぶん）」と呼ばれる独特の文体で書かれる。 

※構成要素 

①漢字（旧字使用、桜は櫻、発は發、売は賣、触は觸、尽は盡など） 

②変体仮名 

③漢文的要素（乍恐、可被下、雖然など返読） 

④記号（ゟ〆など） 

⑤踊り字（〱ヽゝ々） 

⑥当て字、脱字が多い。本当の誤字もあるが、近世の人は頓着しない。 

⑦年月日は旧暦（月の満ち欠けで１カ月、１年 354日、大小の月〈晦日は 29、30日

のいずれか。31日はない〉、閏月、十干十二支、時刻）。度量衡（貫、匁など） 

⑶文字の書体は「御家流（青蓮院流）」と呼ばれるくずし字。草書（中国で発生）の

一種であり、甲骨文字、篆書、隷書、草書、行書、楷書とも異なる字体。古文書は、御

家流を「連綿」と呼ばれる連なりで書いたもの。草書は「外国語を学ぶようなもの」（書

家） 

⑷文章は常套句（決まった文字・言い回し）が多いのが特徴。「候」「御」「ニ而」「可

被下」「可被成」などの文字、表題の「乍憚以書付奉願上候」、文中の「然者」「扨」「左

候得者」、書留文言の「依（仍）而如件」「以上」などの語句。古文書解読は常套句を早

く読めるようになると、数カ月の学習期間で半分以上は読めるようになる。早い人なら
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１年で丁寧に書かれた公文書を読めるようになる。 

⑸古文書の性格 

①古文書＝作成者（差出人）がある意図を以て宛所（宛先）に対して書かれたもの。

江戸時代は身分社会。岡田昭二氏の分類 

➊上位下達＝領主→村・個人へ（掟、触、下知、申渡、先触など） 

➋下意上申＝個人→村→領主（訴願、請書、詫書、届など） 

➌相互対等＝村⇔村、個人⇔個人（議定、書簡、廻状〈人相書き、不斗出の尋ね〉

など） 

②日記・記録＝公私備忘録（役用日記、道中日記、触留、風説留、覚など） 

③典籍（版本）＝和書（往来物、黄表紙、戯作など）、漢籍（四書五経など） 

 

４ 解読の順序 

⑴伊勢崎市図書館の所蔵文書目録で文書番号を申請。県立文書館ホームページの検索

を活用。キーワード検索などを使い、目的の文書を探す。群馬県立歴史博物館は障壁が

高い。 

文書館へ出かける。手を洗う（皮脂が文書を傷める）。申請して原本閲覧。ていねい

に扱う。虫食いで開けない場合は無理に開かない。申請してコピーもしくはデジタルカ

メラで撮影。コピーのない時代の研究者は筆写。これが読む力を付け、解釈の上で大い

に寄与。 

⑵児玉幸多校訂『くずし字用例辞典』、『くずし字解読辞典』、電子辞書（広辞苑、歴

史辞典など）、『日本史年表』『日本史辞典』など準備。 

⑶鉛筆、消しゴム、原稿用紙を用意して解読し、解読字を記す。もしくはパソコンに

写真データを呼び、ワードと並列して解読、入力。 

⑷不明字は少し考え、わからなければ、あっさり飛ばす。 

①仮読み、②再読、③既読字と不明字のチェック。この時点で７～９割方解読。再々

読して不明字の検討。不明字の再出箇所で判読できれば、戻って判読が可能となる。 

「不明字に当たったら周りを見る」「答えは文書の中にある」。 

⑸変体仮名は「覚えるより慣れろ」ぐらいの感覚で。暗記は無理。実戦の中で覚える

方がいい。最初は「この字見たことがある」程度でいい。何度も辞書を引く。 

⑹漢字は、一字まるごと覚える（しかない）。一文字単体で暗記というより実戦の中

で形を覚える方がいい。不明字は偏、冠、にょう、垂れ、旁に分解し、見たことがある

形を取っ掛かりにし、辞典を駆使して調べる。候補字を挙げ、文脈から推理。不明字は

簡単な字であることがほとんど。推理力を高めるには常套句を身に付ける。 

※ＡＩによる文書解読 

①スマホアプリ「miwo（みを）」②凸版印刷ＡＩ「ふみのは」（2022年７月運用開始） 
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①はアプリを立ち上げ、文書の写真を取り、クリックして解読。無料。②は有料。①

は版本には通用するが、手書きにはダメ。問題点は解読させた後、誰が正誤を判断する

のか。使う人に解読力がないと、機械の誤読を見逃す。 

 

５ 読めるようになるコツ 

 ⑴毎日読むこと（１週間１回受講しても〝絶対〟に読めるようにならない） 

⑵予習・復習の繰り返し。『くずし字用例

辞典』がキレイは恥と思う感覚。 

⑶近世文書の言い回し、常套句を早く覚

える 

⑷いろいろな種類・書き手の古文書を読

む→道場剣法でなく、他流試合を。 

⑸読みっぱなしにしない。意味（趣旨）を

必ず汲み、批判的に読む 

⑹サークルに所属。輪読に参加。独力で読

み、読めない箇所を重点的にチェック。 

⑺苦手意識を排除する 
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